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https://peatix. com/event/4928418/view




	スライド 1: ♯「トラウマインフォームド・アプローチ（TIA）」　　 　としての実践  　理論としてのTIAではなく、目の前の利用者に「より良いサービス」を提供するための知恵として、日米の臨床経験に基づいた具体的な活用術の共有。  ♯日本未紹介の組織モデル「サンクチュアリ・モデ 　ル」の紹介 　精神科入院、デイケア、訪問看護など、組織全体でTIAを具現化するための枠組みとして、Sandra Bloom博士の「Sanctuary Model」を紹介。  ♯現場の課題を共有し、共に探るディスカッション 　講

